
別紙４

令和7年6月24日

観光部　文化振興課

【評価の基準】

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

※「団体の財務状況」の評価基準

Ｂ

Ｃ

Ｄ

令和６年度 指定管理業務 実績評価シート

作成年月日　

部課名　

施設名 弘前市民会館

施設の設置目的
市民の文化向上と福祉の増進を図るため、広く市民に対し優れた舞台芸術を
鑑賞する文化施設、また、市民自ら参加する文化活動の場、各種大会・研修会
等の場として設置したものである。

所在地 弘前市下白銀町１－６

指定管理者名 ひろさきトールツリーグループ

指定期間 令和５年４月１日～令和１０年３月３１日

実地調査年月日
１回目　　令和　６年　９月２５日

２回目　　令和　７年　２月４日

協定書・募集要項・基準書の内容を超える管理運営が行われたと判断できるもの
　（適正な管理運営に加えて、更なる取組みや成果があると評価できるもの）

協定書・募集要項・基準書の内容を概ね適正に実施していると判断できるもの
　（軽微な改善点はあったが、速やかに改善されているもの）

協定書・募集要項・基準書の内容に対して改善点はあったが、適切な改善策が講じら
れているもの

協定書・募集要項・基準書の内容に対して不履行があるものや、改善がなされていない
ものがあるもの

 問題がない

今後に注意を要する

早急な改善を要する
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評価 評価内容・特記事項

B

B

B

B

B

弘前市民会館用の防犯・防災対策マニュアル
を策定するとともに、代表団体により策定した
個人情報保護に関する規定を利用し、業務を
行っている。

B
全員にマニュアルを配布し、マニュアルに沿っ
て適切に行われている

B

B

B

B

A
アンケートから良好な接客態度であることがわ
かる。

B

B
要望が多かったチャイルドクッションを30個追
加導入するなど、利用者からの要望に対応し
ている。

A

〇市による評価の内容

　【区分－１】　施設の運営の実施状況

評価項目 評価の視点

総合的事項
施設の設置目的を理解し、市が示した方針に
沿った管理運営となっているか

法令等の遵守
管理に当たっては、基準書等のほか、関係する
法令等に基づいた管理がされるよう、法令等を
参照しているか

平等利用

公の施設であることを常に念頭において、平等・
公平な管理を行うこととし、特定の団体等に有利
に、あるいは不利になることのないようにしてい
るか

利用許可（利用不許可等）は適切に行われてい
るか

管理上市長が必要であると認める業務は適切
に実施されているか

付随業務
利用料の徴収、収納管理及び減免等に関する
マニュアルを備え付け、適正に行われているか

職員の配置、勤務形態は適切になされているか

管理業務の履行について、当該業務上の管理
を司る業務主任者を定め、その氏名その他必要
な事項を書面により市に通知しているか　等

職員研修が適切に実施されているか

開館時間・
休館日

開館時間や休館日等は遵守されているか

職員の接遇 職員の接遇態度は良好か

利用者のサービスの向上を図るために、アン
ケート調査その他の方法により利用者の意見・
要望を把握し、その結果及び業務改善の状況に
ついて市に報告しているか

より良い管理を目指して、日頃から利用者の要
望又は評価を把握するよう努めるとともに、それ
らの結果及び甲からの要望等を考慮して管理業
務の内容及び手順を見直し、改善に努めている
か（随時書面により当該改善事項を市に報告し
ているか）

貸館利用実績や利用者数についての統計を取
り、利用状況についての実態を把握し、稼働率
向上などに努めているか

基本業務

職員配置・
研修

利用者ニーズ
の把握等
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B
提案のあった事業全てを実施し、自主事業の
キャッシュレス決裁の導入、商工会議所への
加入も行われている等適正なものとなっている

B

B

B

B

B ―

評価 評価内容・特記事項

B

① 携帯電話圏外エリア管理賃貸借 B

② 大ホールの舞台機器操作業務 B

③ 館内外の安全確認等業務（警備） B

④
館内外の清掃業務（建築物環境衛生管
理業務を含む） B

⑤
大ホール舞台の音響、照明、吊物各設備
保守点検業務 B

⑥ ピアノ保守点検業務 B

⑦ 植栽管理業務 B

⑧ 冷暖房空調設備等運転管理業務 B

⑨
消防用設備等保守点検業務（防火対象
物点検業務を含む） B

⑩ 中央監視システム保守点検業務 B

⑪ 熱源・空調設備保守点検業務 B

⑫ エレベーター保守点検業務 B

⑬ 段差解消機保守点検業務 B

⑭ 自動ドア保守点検業務 B

⑮ GHP・コージェネ設備保守点検業務 B

事業計画 事業計画書の内容は適正なものとなっているか

専念義務
市の事前の承認を受けずに、施設又は管理業
務を利用して当該業務以外の業務（自主事業を
含む。）を行っていないか

施設の名称使
用

指定管理者として施設の名称を使用するとき
は、併せて自らの団体名及び代表者名を必ず表
示するほか、当該施設を所有しているような誤
解や弘前市と同一であるような誤解を利用者等
に与えないようにしているか

管理業務の利用状況・実施状況等を記載した業
務日誌が作成・保管されているか

毎月、業務日誌に基づいた業務報告書が作成
され、市に報告されているか

区分評価

　【区分－２】　施設の管理の実施状況

評価項目 評価の視点

以下の管理・保守点検業務が適切かつ確実に
行われ、良好な施設環境が保たれているか（第
三者委託業務を含む）

業務報告

基本業務
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⑯ 自家発電設備保守点検業務 B

⑰ 汚水槽点検業務 B

⑱ 構内駐車スペース管理業務 B

B

館内見回りを定期的に行っており、危険と判断
される場所については、立ち入り制限を速やか
に行っているほか、悪天候が想定される前に
は、設置物を撤去し、飛散防止に努めている。

B

B
修繕対応箇所が判明した場合、速やかに業者
に見積を徴取し、担当課へ報告をあげ、指示
に従い適切に行われている。

B
ホールイベント実施後には特別清掃を実施す
るなど理良好な施設環境が保たれている。

B

B

B

A
文書管理台帳が整備され、適切な保管がされ
ている。

B

B

B

B

B ―

利用者の安全確保に留意しているか

公園緑地課、博物館、再委託業者、自動販売機
設置者、喫茶室などと、業務に際して適切な連
携・連絡調整が図られているか

施設修繕は適切に行われているか

その他、施設・設備及び構内の維持管理が適切
に実施されているか（落ち葉除去、積雪時の避
難経路確保など）

第三者への委
託の禁止

第三者に委託等している管理業務については、
あらかじめ市の書面による承諾を得ているか

個人情報の管
理

個人情報の適正管理に関して個人情報の保護
に関する法令等の趣旨にのっとり、管理業務の
遂行に伴って個人情報を取り扱う場合には、情
報漏えいの防止、第三者への情報提供及び目
的外利用の禁止等、適正管理のための内部規
定やチェック体制を構築するなど必要な措置を
講じているか

守秘義務
業務上知り得た秘密の漏えい防止のために必
要な措置を講じているか

文書等の管理
弘前市文書等管理規程に準じ、本施設の管理
業務により作成又は取得した文書その他帳簿書
類等を保管しているか

備品等の管理
市の所有に属する備品等については、「弘前市
物品会計規則」及び関係例規に基づき、適正に
管理を行っているか

緊急時対策
緊急時対策、防犯・防災対策についてマニュア
ルを作成し、職員を指導しているか（マニュアル
を市に報告しているか）

消防訓練
消防計画を作成し、防火管理者を定め、消防訓
練（年２回）を実施しているか

災害対応
施設又は利用者に災害があった場合、迅速か
つ適切な対応を行うと共に、速やかに市に報告
し、その指示に従っているか

区分評価
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評価 評価内容・特記事項

B

B

B
自主事業よっては、収支バランスの良いとは言
えないものもあるが、全体でバランスが取れて
いる。

B

B

B

B ―

評価 評価内容・特記事項

B

B
津軽塗、こぎん刺しなどのワークショップを実
施するほか、ロビーコンサートなどを実施し、地
元文化団体等と連携している。

B ―

評価 評価内容・特記事項

B

B

　【区分－３】　経理及び団体の財務状況

評価項目 評価の視点

帳票等の整備
収支に関する帳票その他事業に係る記録を整
備し、常に経理状況を明らかにしているか

経理の区分
指定管理業務に係る経理とその他業務（法人等
の固有業務）に係る経理が区分され、当該経
費・収入は、専用の口座で管理されているか

収支 事業の収支は適切か

経費の削減 経費の削減に努めているか

帳票等の保管
会計に関する帳簿及び関係書類を弘前市文書
等管理規程の規定に準じて保存しているか

団体の財務状
況

安定的な施設の管理が可能な経理的基盤を有
しているか

区分評価

　【区分－４】　弘前市文化芸術振興計画の取組状況

評価項目 評価の視点

当該計画の内容を十分把握し、市民会館の役
割・期待されることとして、各施策目標の達成に
向けた事業が実施されているか

当該計画に関わる各主体（地元文化団体等）と
の連携・協働が図られる事業が実施されている
か

区分評価

　【区分－５】　効果的な施設の管理運営と自主事業の実施状況

評価項目 評価の視点

一流公演
これまでより一歩上を目指したプロの演者による
質の高い公演等、一流の文化芸術にふれる事
業が実施されているか

情報発信

文化芸術に関する多様なイベントや団体の情報
を集約し、市民の文化芸術活動を支援するた
め、さまざまな情報を提供する発信拠点としての
機能が図られているか

計画目標の達
成に向けた取
組
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B

B
前川國男研究第一人者よるWSや、佐野ぬい
氏をテーマに市立博物館と連携したWSを行う
など特性を活かした事業を実施している。

B

B ―

評価 評価内容・特記事項

B

B

B ―

評価 評価内容・特記事項

C

利用件数135件（達成比64.3％）と、令和5年度
の利用件数158件に対し減少傾向にある。（昨
対比85.4％）冷温水発生機の故障による夏季
の利用率低下によるもの考えられる。

C

来館者数は66,995人（達成比63.8％）と、令和5
年度の来館者数71,363人に対し減少傾向にあ
る。（昨対比93.9％）冷温水発生機の故障によ
る夏季の利用率低下によるものと考えられる。

A
目標値の倍以上の自主事業を行っている。（17
件）

B 令和6年度 実績 6,942人（達成比138.8％）

B 令和6年度 実績 92.3%

B ―

人材育成
子どもや若者を対象とした優れた舞台芸術の鑑
賞や、施設体験イベントなど、後継者育成につ
なげる魅力的な事業が実施されているか

施設の特性・
品格

市民会館ならではの特性・品格に着目するな
ど、新たな利用者層の開拓と、リピーター増加に
つながる事業が実施されているか

付加価値の創
出

積極的な営業活動及び広報活動などにより、施
設自体の魅力を高め、利用の増加を促す付加
価値の創出が図られる管理運営がなされている
か

区分評価

　【区分－６】　地域経済活性化への取組状況

評価項目 評価の視点

地元活性化
市内の経済活性化や、地元団体の育成・技術継
承が図られる事業が展開されているか

市内雇用
自主事業を含む管理運営全般において、市内
の業者や人材の雇用が配慮されているか

区分評価

　【区分－７】　成果指標の達成度

評価項目 評価の視点

年間利用件数　　目標値：２１０件

年間来館者数　　目標値：１０５，０００人

自主事業実施件数　　目標値：７件

自主事業参加者数　　目標値：５，０００人

利用者アンケートのサービス満足度に「よい」と
回答した来場者の割合　　目標値：９０％

区分評価

　【区分－８】　その他

大ホール

施設全体
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評価 評価内容・特記事項

B

B

B

B

B ―

評価 今後の課題と対応

B
自主事業について、早めに事業計画を立てて
申請します。条例・規則を遵守し施設の設置目
的に添った管理運営に努めます。

B
施設の経年劣化が進んでおり、修繕の必要な
箇所が見受けられます。

B
継続して経理の適正処理に努め、収支管理を
おこないます。

A
市民団体がおこなう公演や文化芸術の催しな
ど、情報発信に努めます。

B
市の文化振興に貢献すべく提案した17事業の
開催に努めます。

B
市民が優れた舞台芸術を鑑賞することはもち
ろんであるが、県外からの演者・来場者を呼び
込み地域経済活性化に繋げます。

評価項目 評価の視点

情報公開
弘前市情報公開条例の趣旨にのっとり、管理を
行う公の施設に関する情報の開示及び情報の
提供のために必要な措置を講じているか

保険の付保
指定管理者が自主事業を行う場合は、その賠償
資力を担保するため、指定管理者はそのリスク
に対応するための保険に加入しているか

重要事項の変
更の届出

定款、事務所の所在地、代表者等の変更を行っ
たときは、遅滞なく市に届け出ているか

環境配慮
市が実施する環境配慮に係る取組への協力要
請に対して、可能な限りこれに協力しているか

区分評価

〇評価のまとめ

　(1) 指定管理者の自己評価

評価区分 評　価　の　説　明

【区分－１】
施設の運営の
実施状況

施設の設置目的を理解し、市民会館条例・管理
運営規則等を遵守し、利用者の要望の把握に
努めた他、担当課に報告・相談し情報共有を図
りながら運営できた。

【区分－２】
施設の管理の
実施状況

施設の修繕が必要な箇所については、迅速に
市に報告するとともに、月次報告書にも記載し、
担当課と協議し修繕を実施した。

【区分－３】
経理及び団体
の財務状況

帳票等の整備、経理区分、経費削減、帳票等の
保管については、適正に処理した。団体の財務
状況については、良好である。

【区分－４】
弘前市文化芸
術振興計画の
取組状況

市民の主体的な文化活動を支え、弘前の優れ
た文化を次世代に引き継ぐことを目的に事業を
進めた。また、地域の発信拠点として近隣施設
に協力していただき、文化イベント開催情報の
発信をしております。

【区分－５】
効果的な施設
の管理運営と
自主事業の実
施状況

ひろさきトールツリーグループの代表団体である
ケイミックスパブリックビジネス本社の文化事業
企画室と市民会館職員が協働で事業を企画し
たことで、自主事業実施計画書で提案した17事
業すべてを実施した。

【区分－６】
地域経済活性
化への取組状
況

全国にファンを持っているアーティストの公演を
実施したことで、県外からの来場者も多く弘前の
観光業の活性化に繋がっている。
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B

令和5年5月8日に新型コロナウイルス感染症
は、感染症法上の5類感染症に位置づけられ
制限が撤廃されたので、大ホールの利用件
数・来館者数は目標値を目指します。

B
市が実施または要望する環境配慮に係る取り
組みへは、可能な限り協力します。

評価 今後の課題と対応

B

B

B
一部支出過多の傾向がある。全体で見た際に
収支バランスはとれているものの、今後注視す
ることとし、適正な経理に努めていただく。

B

B

B

B
目標値を大きく上回る項目はあるものの、全て
の項目の目標値を達成できるよう継続した努
力をお願いする。

B

【区分－７】
成果指標の達
成度

大ホールの利用件数や来館者数については未
達であったが、自主事業の実施件数は目標値を
大幅に上回った。また、自主事業の参加者数や
利用者アンケートも目標値を上回っており、まず
まずの成果であると認識している。

【区分－８】
その他

保険の付保、重要事項の変更の届出は、適正
に対応した。環境配慮については、市の要望に
対応すべく措置をとった。

　(2) 市の指定管理者に対する評価

評価区分 評　価　の　説　明

【区分－１】
施設の運営の
実施状況

協定書・募集要項・基準書等の内容を概ね適正
に実施していると判断できる。

【区分－２】
施設の管理の
実施状況

協定書・募集要項・基準書等の内容を概ね適正
に実施していると判断できる。

【区分－３】
経理及び団体
の財務状況

収支状況、経費の節減、帳簿等の保管状況に
ついては、概ね適正に実施していると判断でき
る。

【区分－４】
弘前市文化芸
術振興計画の
取組状況

協定書・募集要項・基準書等の内容を概ね適正
に実施していると判断できる。

【区分－５】
効果的な施設
の管理運営と
自主事業の実
施状況

協定書・募集要項・基準書等の内容を概ね適正
に実施していると判断できる。

【区分－６】
地域経済活性
化への取組状
況

協定書・募集要項・基準書等の内容を概ね適正
に実施していると判断できる。

【区分－７】
成果指標の達
成度

協定書・募集要項・基準書等の内容を概ね適正
に実施していると判断できる。

【区分－８】
その他

協定書・募集要項・基準書等の内容を概ね適正
に実施していると判断できる。
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B総　合　評　価

【指定管理者に対する改善指示等の内容】
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